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調査期間： 2017年16月～2018年2月

現地調査： 2017年11月～2018年2月

実施対象国：タイ、マレーシア
訪問先 タイ（NBTC）、マレーシア（マラヤ大学他）

調査のねらい：我が国が開発したホワイトスペースを
利用した無線LAN設備の普及（導入）の可能性
について、机上や現地調査を行う

１. 調査について

 政策や制度の状況を把握
 モバイル通信網の整備状況を把握
 ルーラル地域での展開（課題）の把握
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なぜ、JTECが無線設備の普及（導入）展開
について調査をするのか？

２. 調査の背景（１/２）

従来より通信インフラ整備コンサルティング業務、
人材教育によるICTの発展に貢献

セミルーラル地域で発生しているデジタルデバイドの
解消に我が国が開発した簡便な無線設備を利用して
貢献できないか
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我が国で開発した最先端の無線通信技術は、
ニーズに適しているのではないか！
新興市場になるのではないか？

２. 調査の背景（２/２）

スマートフォン（ICTデバイス）の著しい普及

地域相場に対して高いブロードバンド利用料金は
ICTデバイスは保有しているのに->利用の障壁

セミルーラル地域で発生している
デジタルデバイド
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ケーブル敷設は地上無線、衛星と比較して
「増分原価」が高くなる傾向がある※

３. 技術利点（１/３）

住民収入は都市部と比較して低い

人口密度が低く、広範囲なカバーが必要

非電化地域も点在してる

ルーラル地域で発生している課題（総論）

※総務省 離島におけるブロードバンド化促進のための調査研究より
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ケーブル敷設と比較した場合、
設備設置や保全費用の変動が小さい※

３. 技術利点（２/３）

広範囲に提供（カバー）できる
人口密度の直接的な影響を受けない

設備設置の増減が簡便に行える
（基地設備とアンテナ）

無線通信技術の利点（ケーブル敷設との比較）

※総務省 離島におけるブロードバンド化促進のための調査研究より
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TVWSを利用したブロードバンド無線設備は有効

３. 技術利点（３/３）

設備費用が安価
->汎用技術の組み合わせて低電力、高出力を実現

導入/保全費用の変動が小さい->安価

広範囲に到達/カバーできる周波数->VHF/UHF帯

設備設置とアンテナの増減が簡便に行える

求められるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ無線技術とは？
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４．タイの概要（１/６）

面積 514Ksqm

人口 6千6百万人

首都 バンコク

民族 タイ族、華人、マレー族

言語 タイ語

宗教 仏教、イスラム教

政治体制 立憲君主制

元首（第10代国王） ラーマ10世

1人あたりの (USD)
実質GDP/購買力平価

タイ : 3千8百/1万6千
日本： 3万8千/3万8千

在留邦人数 6万7千人

主要産業 農業、工業

2015年統計より
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４．タイの特徴（２/６）

ICT政策と規制について

デジタルエコノミー省 国家放送通信委員会
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４．タイの特徴（３/６）

ICT政策について

1.国家ブロードバンド政策 National Broadband Policy
・ブロードバンド人口普及率 2020年までに95%

2. ICT2020目標
・ブロードバンドアクセスの実現
・ICTリテラシー人材/専門家の育成
・ICT産業の新興
・インターネットリノベーションで雇用の創出/貧困層への提供
・ICT基礎能力条件（readiness)をトップレベルに向上させる
・ICT利活用（人口比率50%以上の利用）の促進

3.スマートタイランド構想2020 The Smart Thailand 2020 Vision
・戦略6 ICT利活用による公平性実現->デジタルデバイド解消
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４．タイの特徴（４/６）

ブロードバンドサービスについて
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４．タイの特徴（５/６）

Wi-Fiブロードバンドサービスについて
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４．タイの特徴（６/６）

テレセンタープロジェクトと
ユニバーサル基金（USF）

主務管庁名称
Ministry of 
Digital Economy and 
Society

National Broadcasting and 
Telecommunications 
Commission 

プロジェクト名 ICT Center USO NET

ルーラル地域開発
目的

ICTによる能力開発
（教育利用）

ブロードバンド
インターネット環境の整備

ルーラル地域対象
住民

学生/教員 対象地域住民

運営者 / 運営拠点 通信事業者 （入札制度） / 2,500拠点以上

財源
・政府一般財源
・USF

・USF
・周波数利用料金
・周波数オークション

USF:全通信事業者より年間2百万THB以上の売上に対して、4 or 3.75%を徴収
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５．タイ調査（１/５）
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５．タイ調査（２/５）
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５．タイ調査（３/５）
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５．タイ調査（４/５）
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５．タイ調査（５/５）

衛星ブロードバンド

Max through put DL4/UL2 Mbps ：月額USD200-
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６．マレーシアの概要（１/８）

面積 330Ksqm

人口 3千万人

首都 クアラルンプール

民族 マレー族、華人、印度族

言語 マレー語

宗教
イスラム、仏、キリスト、
ヒンドゥ-

2015年統計より

政治体制 立憲君主制

元首（第15代国王） ムハマド5世
クランタン州スルタン

1人あたりの (USD)
実質GDP/購買力平価

マ国:： 8千5百/2万6千
日本： 3万8千/3万8千

在留邦人数 2万2千人

主要産業 鉱業、工業
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６．マレーシアの特徴（２/８）

ブロードバンド政策について
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６．マレーシアの特徴（３/８）

ブロードバンド政策について
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６．マレーシアの特徴（４/８）

ブロードバンド政策BBGPについて
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６．マレーシアの特徴（５/８）

政策プロジェクトとユニバーサル基金（USF）

主務管庁 Malaysia Communications and Multimedia Commission

プロジェクト
名称

1Malaysia
Internet Centre
(PI1M)

Mini Community
Broadband 
Centre (CBC)

Community
Broadband
Library (CBL)

Community
Wi-Fi (KTW）

目的

①ブロードバンドインターネット環境の整備
②ICTによる能力開発 （教育利用）
③デジタルデバイドの解消

対象住民 マレーシア全土ルーラ地域住民全体 （Zone3)

運営者 通信事業者/IT企業 （入札制度）

運営拠点 650拠点以上 120拠点以上 40拠点以上 2,900拠点以上

財源 ・USF/周波数オークション

USF:全通信事業者より免許区分による毎年の売上に対して、最大6%を徴収
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６．マレーシアの特徴（６/８）

ユニバーサル基金の活用について

650

44

3,000

990

Data as of 2015,MCMC
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６．マレーシアの特徴（７/８）

USFの対象ゾーンについて

HSBB BBGP
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６．マレーシアの特徴（８/８）

ブロードバンドサービスの月額費用
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７．マレーシア調査（１/３）

研究状況（実施中）
2015～ MIMOS/NICTによる共同研究
 周波数の混雑度状況調査

⇒国境エリアでの利用は困難

 ワイドバンドアンテナの小型化開発とTVWS利用帯域
⇒UHF（470-798MHz）/開発状況次第で変更有

 APT 700MHｚ Band方針に沿って
⇒LTEサービスとして利活用を検討中
⇒2020年までにDTT完全移行
⇒ゴクニティブ無線技術による周波数の有効利用
・フリーライセンス周波数利用による制度検討

※Industry Forumの開催2017年度１Q

 防災分野：非常通信での利用検討
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７．マレーシア調査（２/３）

周波数利用状況
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７．マレーシア調査（３/３）

DTT移行後の周波数（チャネル）利用予定
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８．まとめ（１/３）

「自立型テレセンタモデル化での実証試験」
セミルーラル地域 利益の出る「コミュニティセンター」

 効果に見合うブロードバンドアクセス環境やICT技術の導入
「簡便な構築と運用、安価な導入維持費」

 コミュニティが望む利用方法、例えば、SME利用など
「経済活動を行うためのICT活用を試験的に行う」

 一定の経済効果が出れば、センター維持費用などの
「財務的持続性課題の解決に期待できる」

我が国が開発したICT技術を利用することで、地域開発への活用
（デジタルデバイドの解消、貧困削減）効果で期待できる！
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８．まとめ（２/３）

コミュニティの役割
•運営維持費用を自ら稼ぎ財務的に自立する
•コミュニティが望む利用方法の取りまとめ
•貧困脱却プロセスへの参加

政府機関の役割
•事業免許制度や周波数利用の規制緩和
•テレセンタ－運営者への財政支援

通信事業者の役割
•コミュニティへのCSR活動（リテラシー教育、減額利用制度）
•テレセンター運営者としての参加
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８．まとめ（３/３）

役割分担イメージ
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ご清聴、ありがとうございました。

連絡先：藤田 一則 （ふじた かずのり）
E-mail: fujita@jtec.or.jp
https://www.jtec.or.jp/english/etc/inquiry.html

Some great things began as small ideas!


